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 川崎ってどんな街？ 

 外から見た川崎は、「東京と横浜の間で影が薄い」

とか、「公害の街」というイメージが多いようです。   

しかし本当は、川崎にはいいものがたくさんあ

ります。最先端技術、芸術、文化、スポーツ、環

境、そして人。その多くは世界や日本全国に誇れ

るもので、民間が中心となって生み出した成果で

す。「公害の街」から「環境の街」へ生まれ変わっ

たのもその一つです。また、民間委託や民間との

協働により、従来よりも効率よくクオリティーの

高いサービスが提供できる要素も川崎市にはたく

さんあります。 

ボランティアやNPOでの活動の分野において、

麻生区ではシニア活動がさかんで、新しい力とし

て活躍しています。 

このような世代やカテゴリを超えて活躍する

「市民力」を中心に、小さな政府と元気な都市を

目指します。 

そして、一人一人が夢にチャレンジできる社会、

より多くの人が笑顔になれる社会をつくりたいと

思います。 

 

１、小さな政府へ 

民間が得意なこと、民間でできることは、民

間で。 

今までの政治家や役所の常識ではなく、民間

での常識を中心として考え、議会・行政改革を

進めていきます。 

第一に、議会改革は、区政分権の観点からも

進められるべき課題です。 

現在の区民会議を発展させ、区政分権をはか

ることは、市民参加の街づくりという観点でも

有益であり、区民会議に市議会の権限を一部委

譲し、議員定数を大幅に削減することは、財政

面でも効果が見込めます。 

また、政務調査費の問題は、税金であるとい

う基本に立ち返り、しっかりとした使途基準を

定めていくことが重要であると考えます。 

第二に、行政改革です。民間委託や民営化を

始め、民間の経営手法の導入により、行政サー

ビスの向上とスリム化をはかることが可能です。 

例えば、ごみの夜間回収と民間委託を行うこ

とにより、大幅なコスト削減と CO2 排出削減、

そして、夜間のパトロール効果など、様々なメ

リットが見出せます。 

第三に、市民力の活用です。シニアのみなさ

んの豊富な知識と経験を活用する市民力、環境

市民力で小さな政府と元気な都市へ 
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技術や最先端技術など民間企業・研究機関の市

民力、芸術・スポーツなどの文化面での市民力

など、さまざまな世代やカテゴリを超えた力が

川崎市にはあります。 

このような市民力を活用し、小さな政府を実

現し、市民本位の夢のある街づくりを目指しま

す。 

 

２、子どもたちが夢を持てる社会へ 

 子どもたちが夢を持てるためには、まず、子

どもたちが生きる力をしっかりと身に着けるこ

とが必要です。 

第一に、人間の根幹をつくる就学前教育を充

実させたいと考えています。 

就学前教育において、五感を養う教育、人間

が本来持っている力を自然に引き出す教育が必

要です。 

第二に、待機児童の問題は、施設不足だけで

はなく、社会・経済・雇用、そして「子どもの

教育」の問題としてとらえ、教育格差が拡大し

ないよう、施策を進めていきたいと考えます。 

そして第三に、教育は学校・地域・家庭がそ

れぞれの役割を果たすものとして考え、子ども

たちが地域社会や企業と接する機会を通じ、夢

を持てる教育を目指します。 

 

３、元気な地域社会へ 

 都市基盤整備を基本とし、道路渋滞や交通不

便地域の解消、バリアフリー化を進めて行くこ

とがまず重要です。 

また、安全・安心の地域づくりとして、防犯・

防災対策に加え、救急搬送システムの確立を目

指します。 

 このような都市基盤整備に加え、地域の活性

化も進めて行きます。例えば、ホームタウンス

ポーツとの交流や、コミュニティーバスとの連

携による商店や地域の活性化を図りたいと思い

ます。 

 市民が利用しやすい街づくりを進めることに

より、出かけやすい、出かけたくなるという意

識が、人を元気にし、街を元気にします。多く 

の人が笑顔になれる元気な街を目指します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

月本たくやプロフィール 

昭和 53年 大阪府豊中市生まれ。 

平成 15年 神奈川大学法学部法律学科卒業後、 

建築設備メーカーに就職。 

川崎市長阿部孝夫政務秘書を経て、 

平成 17 年より、衆議院議員山内康一公設第二秘書

として、麻生区担当、国会担当として活動。 

平成 21年 みんなの党結党に参加し、党本部事務局

の運営全般（兼任）を行う。 

平成 22年 9月 みんなの党川崎市議会第１支部長 

 

現在、麻生区白鳥在住 

家族：妻 血液型：A型 

事務所：麻生区栗木台 2-15-7-101 

TEL：044-986-6010 FAX：044-986-6011 
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みんなの党党員募集！ 
みんなの党の党員を募集しています。 

一般党員は、党費年間 2,000円で、オリジナル

ピンバッジ（初年度のみ）、みんなの党通信（年２

回発行）の送付、党員限定メールマガジンの購読、

党関係行事のご案内と盛りだくさんです。国民の

手に政治を取り戻すため、一緒にがんばりましょ

う！ 

 詳しくは、みんなの党ホームページをご覧いた

だくか、月本たくや事務所へご連絡ください。 

TEL：044-986-6010  FAX：044-986-6011 

ボランティア募集！ 
ポスター掲示にご協力いただける方 

レポートをポスティングしていただける方 

麻生区にお住いの方をご紹介いただける方 

ぜひ月本たくや事務所へご連絡ください。 

TEL：044-986-6010   FAX：044-986-6011 
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